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日
本
の
労
働
市
場
は
、

「
底
が
抜
け
た
」
状
態
だ
。

２
０
１
２
年
で
は
、
雇
用
保

険
の
給
付
が
な
い
失
業
者
が

２
０
０
万
人
以
上
、
生
活
困

難
な
低
賃
金
で
働
き
な
が
ら

求
職
活
動
を
す
る
「
半
失
業

者
」
は
３
２
０
万
人
、
週
65

時
間
以
上
働
く
労
働
者
は
２

６
０
万
人
、
15
〜
24
歳
の
学

校
を
終
え
た
若
者
の
う
ち
、

非
正
規
あ
る
い
は
無
業
が
44

％
だ
。

〈
１
〉「
期
限
の
さ
だ
め
が

な
い
直
接
雇
用
」
を
原
則
と

し
、
有
期
雇
用
と
間
接
雇
用

は
例
外
と
し
て
均
等
待
遇
な

ど
の
十
分
な
規
制
と
保
障
の

下
に
お
く
。
解
雇
規
制
を
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
み
に
強
め
る
。

〈
２
〉
最
低
賃
金
・
フ
ル
タ

の
給
付
が
単
身
者
最
低
生
活

費
を
こ
え
る
た
め
に
は
、
賃

金
が
最
低
生
活
費
の
何
割
増

し
か
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
こ
れ
で
は
じ
め
て
、
賃

金
額＞

社
会
保
険
給
付
額≧

生
活
保
護
基
準
と
い
う
順
番

が
な
り
た
つ
。

れ
は
福
祉
国
家
型
施
策
の
基

本
中
の
基
本
で
あ
る
。
な

お
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

害
者
な
ど
非
勤
労
者
の
最
低

生
活
費
は
、
労
働
市
場
と
は

別
の
枠
組
み
で
、
社
会
保
障

と
し
て
給
付
さ
れ
る
。

〈
３
〉
労
働
時
間
規
制
を
大

を
本
格
的
に
整
備
す
る
。
現

在
の
雇
用
保
険
は
給
付
抑
制

の
大
改
悪
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
給
付
は
失
業
者
の
２
割

に
す
ぎ
な
い
。
先
進
国
中
、

最
低
の
水
準
だ
。
失
業
時
生

活
保
障
が
弱
け
れ
ば
、
失
業

状
態
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
生
活
で
き
る
見
込
み
が

な
い
職
や
長
時
間
・
過
密
労

働
の
職
な
ど
に
、
無
理
な
就

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
本

人
の
労
働
と
生
活
の
苦
し
さ

に
く
わ
え
、
悪
条
件
の
職
が

労
働
市
場
で
蔓
延
す
る
要
因

と
な
る
。

　

実
際
、
雇
用
保
険
給
付
の

な
い
失
業
者
が
増
え
る
と
、

そ
の
１
〜
１
年
半
後
に
、
転

職
希
望
で
求
職
活
動
を
し
な

が
ら
働
く
非
正
規
労
働
者
が

ほ
ぼ
同
じ
数
だ
け
増
え
る
。

低
処
遇
の
非
正
規
が
増
え
れ

ば
、
そ
れ
と
の
競
争
で
正
規

も
労
働
条
件
が
下
が
る
。

　

筆
者
た
ち
の
試
算
に
よ
れ

ば
、
雇
用
保
険
給
付
の
大
幅

改
善
と
失
業
扶
助
制
度
の
新

設
で
、
２
兆
円
を
新
た
に
使

う
と
、
失
業
者
の
失
業
時
生

活
保
障
割
合
は
６
割
程
度
と

な
り
、
労
働
市
場
は
大
き
く

改
善
さ
れ
る
。

〈
５
〉
賃
金
・
雇
用
条
件
の

改
善
と
失
業
時
保
障
の
整
備

が
進
め
ば
、
労
働
者
が
企
業

と
心
中
し
な
く
て
も
よ
く
な

る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
改
善

す
る
の
が
「
積
極
的
労
働
市

場
政
策
」
だ
。
公
共
職
業
訓

練
と
職
業
紹
介
の
抜
本
的
拡

充
、
福
祉
国
家
型
産
業
構
造

に
向
け
た
雇
用
創
出
事
業
、

中
小
地
場
産
業
へ
の
支
援
な

ど
が
重
要
だ
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

　

日
本
の
失
業

率
は
む
し
ろ
低

い
。
問
題
な
の

は
、
失
業
時
の

保
障
が
崩
壊
状

態
で
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
い
て
食
え
な
い

職
、
あ
る
い
は
、
過
酷
で
働

き
続
け
ら
れ
な
い
職
、
お
よ

び
、
使
い
捨
て
雇
用
が
蔓
延

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日

本
の
労
働
力
は
使
い
つ
ぶ
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策

が
必
要
な
の
か
。

イ
ム
の
収
入
額
が
、
生
活
保

護
の
単
身
者
最
低
生
活
費
を

超
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

な
い
。
病
気
な
ど
で
休
業
す

る
際
の
「
傷
病
手
当
」
は
普

段
の
賃
金
の
66
％
で
あ
り
、

失
業
時
の
雇
用
保
険
給
付
は

45
％
か
ら
80
％
だ
。
そ
れ
ら

　

こ
れ
が
逆
転
す
る
と
、
各

種
の
社
会
保
障
バ
ッ
シ
ン
グ

が
お
き
て
、
賃
金
と
社
会
保

障
が
足
を
引
っ
張
り
合
っ
て

し
ま
う
。
失
業
、
病
気
な
ど

の
「
社
会
保
険
事
故
」
を
ふ

く
め
、
安
定
し
て
一
人
分
生

活
し
続
け
ら
れ
る
水
準
の
労

働
条
件
が
必
要
な
の
だ
。
こ

幅
に
強
め
、
健
康
で
働
け
る

条
件
を
確
保
す
る
と
と
も
に

不
当
に
縮
小
さ
れ
た
雇
用
を

拡
大
す
る
。
残
業
を
含
め
て

も
週
48
時
間
以
下
と
す
る
Ｅ

Ｕ
指
令
に
な
ら
う
だ
け
で
、

日
本
で
は
新
た
に
３
０
０
万

人
以
上
の
雇
用
が
生
ず
る
。

〈
４
〉
失
業
時
の
生
活
保
障


